
 

                                               

                                               

                         

 

 

 

                                              

                                              

                                              

                                              

                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

進水式              親子船（左：父  右：私） 

 

☆経営概況☆ 

延なわ漁業  使用漁船（４．９トン） 主な漁獲物：アマダイ、タチウオ、ハモ 

 

☆ここがポイント☆ 

■家族のためにUターン 

 大阪、神戸、岡山で大型貨物船等を岸壁に接岸させるためのタグボートで仕事をして

いました。中には20万トン（全長300m）級の大きさもあり、精神をすり減らしなが

らの仕事でしたが、給料はとても良く、派手に遊んでは妻からよく怒られていました。 

 二男が生まれるにあたって、家族のことを考えた時、田舎に帰って生活しようと決め

ました。U ターン後の仕事については、父が漁師だったので、自然と漁師を選んでいま

した。現在は待望の長女も誕生して、子育て奮闘記はうれしい悲鳴をあげていますが、

近くに住む父や母も参加し、充実した生活を送っています。 

■決して楽とは言えないが 

 漁船はインターネットで購入しました。それでも初期投資は１千万円ほどかかりまし

た。父が延なわ漁業を営んでいたので、自然と私の師匠は父でした。知り合いもなく漁

師をめざす人からしたら恵まれているのかもしれません。しかし、朝４時過ぎには昨日

の水揚げを八幡浜の魚市場へ持ち込み、そこで餌を仕入れてそのまま出漁です。仕掛け

る漁具の長さは数千メートル、針の数は千本を超えます。 

 冬の海は寒く、決して楽とは言えませんが、やればやるだけ増える収入はとても魅力

的です。 

～家族を中心とした生活へ～  

宇都宮 裕也さん（西予市三瓶町） 
八幡浜漁業協同組合 延なわ漁師 198４年生まれ 



【一日のライフスタイル（一例）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【一週間のライフスタイル（一例）】 

月 火 水 木 金 土 日 

【繁忙期】 
 
 
 

 
 

 
 

  
 
 

 
 

 
 

【普通期】 
 
 
 
 

 
 

   
 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      息子に釣果を自慢          稀に3万円／kgの高級魚も 

 

 

 

 

 

 

☆これからの夢や目指すもの☆ 

漁場や潮の知識も増えてきました。子供達を伸び伸びと育てられる環境も整いまし
た。これからは私の背中を子供たちがどう見えてくるのかが楽しみでもあり、不安で
もあります。 
☆メッセージ☆ 
 雇われて仕事をしていた時は、収入は安定していましたが、人間関係にすごく気を
使い、疲れていたなと、今になって思います。収入は少し減りましたが、生活面で困
ることはなく、充実した家庭生活が送れています。 

【普段の生活について】 
勿論、休日は子供とのスキンシップ

を中心に過ごしています。しかし、延
なわ漁の仕掛けには千本の釣り針を使
っているので、毎回、次の漁のための
仕掛け修理に時間がかかります。漁を
するうえでこれが一番大変な作業とも
言えます。 
休日といっても１日中遊んでいるわ

けにはいかないのがこの漁のしんどい
ところです。 

出漁 休日 出漁 休日 出漁 

休日 休日 休日 出漁 出漁 出漁 


